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概要

通常、大学のコンピュータシステムのような共同利用環境では、ユーザホームディレクトリはファイ

ルサーバによって提供される。このような運用形態では、 1ユーザが保存できるファイル容量を制限す

ることが必要となるoこれらの機能の実現には、一般にUNIXの標準機能であるquotaが利用される.

しかし、 quotaの機能では制噺直に達すると指定容量以下になるまでファイルの書き込みができなくな

るため、編集中のファイルが保存できないといった問題を持つ。本研究では、このような危険性を回避

しつつ柔軟にユーザの利用容量を制限するシステムを提案した.システムは、一定のファイル容量を超

過したユーザについて情報をフィードバックする仕組みとなっており、ファイル容量の一時的な増大に

も柔軟に対応できるものであるo運用の結果、ファイルサーバ-大量にファイルを保存する行動が減少
したo
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Abstract
File server often provides the user home directory for the multi-user environment systems such

as a system for universities. It is required to restrict the storage capacity per user under such
systems. Typically, the UNIX standard function, quota, is used to fulfill this kind of demand.
However, quota suspends writing when it reaches the limited capacity until there is appropriate
space available to resume writing. Therefore, while it suspends writing, it doesn't save the files that
are currently edited. In this study, it is proposed to develop the systems that can restrict the
capacity while it avoids such saving risk as described above to keep the desirable flexibility to the
systems. The systems can feedback the data entered by a user whose data exceeded the restricted
capacity of the system. As a result, it is able to handle the temporarily increased data with
sufficient flexibility. The result of the test proved that it could decrease the tendency of saving large
amount of data to file server.

1.はじめに

大学のコンピュータ室のような共同利用環境

では、一般にユーザのホームディレクトリはファ

イルサーバ上に置かれネットワーク経由で提供

される。

このような運用環境では、 1ユーザがディスク

パーティション全体を占有してしまうことがな

いように、ユーザ一人あたりのファイル容量を制

限する必要がある。

これらの機能の実現には、一般にUNIXの標準

機能であるquotaが利用される。しかし、 quota

の機能では、制限値を越えた保存は一切できない。

このため、 ①編集中のファイルが保存できない、

②電子メールの着信ができない、といった問題が



生じる。また、 Windowsの移動プロファイルを

ファイルサーバに保存している場合は、ブックマ

ークやデスクトップ設定といった個人環境が保

存できないといった問題も発生することになる。

教育環境でこれらの問題が授業時に発生した場

合には、授業の成立が困難となる【1]。

麗滞大学では、このような問題を回避しつつ柔

軟にユーザのファイルサーバ利用を制限するシ

ステムを開発し運用している。このシステムでは

一定のファイル容量を超過したユーザについて

電子メールとWindowsのダイアログボックスで

警告を与えることにより、自発的にファイルの削

除や移動を行う行動を促すことで、ファイルシス

テム全体の容量の維持を行う。本稿では、このフ

ァイルサーバの容量制限システムの運用結果を

示し、その効果と問題点を議論する。

2.麗津大学のファイルシステム

2.1　ファイルサーバの利用形態

麗揮大学(以下本学)では、 1992年より学生

にファイルサーバ環境を提供している1。 1999年

からは、 UNIXベースのファイルサーバでファイ

ル資源の提供をおこなっている。以下に、現在の

ファイルサーバおよび稼働環境のシステム機器

構成を図1に示す。

webページやネットワークドライブ上のファ

イル、電子メールは、 UNIXサーバのユーザホー

ムディレクトリに集約される仕組みとなってい

る(図2)こ

UNIXサーバを利用する場合には、図2のユー

ザホームディレクトリ以下がUNIXホームとな

る。ユーザは、プログラミング、データ解析など

の授業でUNIXサーバを利用し、データやプログ

ラムソースをホームディレクトリに保存する。

WindowsPCを利用する場合には、ユーザホー

ムディレクトリのPCディレクトリ以下がネット

ワークドライブ(Fドライブ)となるO　これは、

sambaのユーザホーム機能【2】を利用し、ログオ

ン時にログオンスクリプトによって自動的に割

り当てられる。 PCディレクトリは、ユーザ登録

時にあらかじめ作成される。従って、すべてのユ

ーザは、特別な申請を必要としないでファイルサ

ーバを利用することができるo

wwwディレクトリは、個人用Webページ領域

として利用される。教育的な配慮により、

WindowsPCからはネットワークドライブとして

直接利用することはできない。このため、 Webペ

ージの更新はUNIXのシェル上で直接編集を行

うか、 PC上で作成したコンテンツを、 FTPツー

ルを利用して転送することで行う。

ホームディレクトリにあるSMail、Mailディレ

クトリは、ユーザの個人メールボックスである。

SMailディレクトリには送信メール、Mailディレ

クトリには受信メールが保存される。メールの保

存は電子メールシステムが自動的に行う。ユーザ

は、 WindowsPC上で動作する専用クライアント

ソフトまたはブラウザからWebメール機能を利

用してユーザホームディレクトリにあるメール

ボックスを読み書きすることになる。

2.2　ファイルサーバの利用状況

学部生のユーザホームディレクトリは、入学年

ごとに用意されたパーティションに登録されて



いる。 4学年分と4年以上在籍している学生用パ

~ティション(例外パーティション)が用意され

ている。通常の卒業年度を越えて在籍する学生の

ホームディレクトリは、年次処理の際に例外パー

ティションに移動される。大学院生は、院生用パ

~ティションに全学年分のホームディレクトリ

が登録される。学部用のパーティションサイズは

各学年26GB、大学院用パーティションには

12GBが割り当てられている。学部については、

1学年の最大ユーザ数を850名、 -人当たりの利

用容量を50MB、大学院生用については、ユーザ

数200名、利用容量100MBとし、実利用率を60%

として設計されている2。

表1は、 2002年12月現在の一人あたりのユー

ザホームディレクトリの利用状況をパーティシ

ョン別に示したものである。学年が上がるごとに

保存容量は増加し、バラツキも大きくなる傾向が
示される。

図3は、ユーザのホームディレクトリ以下の利

用量を、ネットワークドライブ領域(PCディレ

クトリ)、電子メール領域(SMail・Mailディレ

クトリ)、 UNIXファイル、個人Web領域www

ディレクトリ)毎にまとめたものである　UNIX

ファイルは、ネットワークドライブ、電子メ,-ル、

個人Web領域を加算したものをユーザホームデ

ィレクトリ全体から減算した値を用いた。ネット

ワークドライブの利用が67%と最も多く、次に電

子メールの25%となっている。

2.3　容量管理の問題点

通常、ファイルサーバは1つの大きなパーティ

ションを複数のユーザで共有する.一般にユーザ

はディスク容量を意識することなくPCを利用し、

大容量のファイルを長期間保存したり、不要なフ

ァイルを意識的に削除することをしない。このよ

うな利用を抑制し、ファイルシステムの利用量を

運用上安全な範囲に保つためには、個人の保存容

量の制限を行う必要があるO　このために、 UNIX

ベースのOSではquotaを利用することができる。

quotaは個人別に保存容量に制限値を設けること

ができ、厳密にディスク使用量の制限を行うこと

が可能である[3]。しかし、 quotaによる容量制限

には、以下のような問題がある。

①　メールシステムの仕様によっては、書き込み

制限によってメール受信に失敗した場合でも
受信者・送信者ともに通知されず、メールを
取りこぼす恐れがあること

②　-時的に増大したファイルの保存が不能とな
り、利便性に欠くこと

③ WindowsPCから、ディスクの利用状況がわ
かりにくいため、 ①や②の状況が発生した場

合、ユーザの混乱を招き、管理者への負担増
大が予想されること

④　システムの起動時間が長くなること

これらのことから、ユーザが各自に与えられた容

量を把握し、自発的に保存容量を調整されること

のできるフ.7イルサーバ容量管理システムを開

発し運用することとした。



3.ファイルサーバ容量管理システム

3.1　システムの概要

本システムは、制限容量値を超えたユーザに対

して、電子メールおよびログオン時のメッセージ

ボックスで状況をフィードバックする。これによ

り、ユーザに与えられたディスク容量を認識させ,

自発的に不要なファイルの移動・削除を行うこと

を促す。物理的な制限を行わないことにより、短

時間の容量超過を許容することとなり、大容量の

メールの受信や編集中のバックアップファイル

による一時的な容量超過にも柔軟に対応できる

ことを目的としている。

管理対象は、教員を除く学部生・大学院生・短

期留学生など約3,700名のユーザホームディレク

トリである。システムは容量チェック・メール通

知システムと、容量超過警告メッセージ表示シス

テムの2つで構成されているO

3.2　容量チェック・メール通知システム

容量チェック・メール通知システムはシェルス

クリプトおよびC言語で開発されており、ファイ

ルサーバ上で動作するo　システムは、 UNIXの

cron機能を利用して午前0時に自動的に起動さ

れる。以下に基本的な流れを示す(図4参照)0

①　各パーティション上にあるディレクトリ名を取

得し、 !etc/passwdファイルに存在するか確認す

る。

②　存在する場合には、ユーザディレクトリとみな

し、 duコマンドを利用して容量チェックを行う。

③　②で取得したユーザホームディレクトリの容量

と制限容量設定ファイルに設定されているユー

ザの制限容量を比較する。超過している場合に

は、超過記録ファイルにユーザID、超過容量、

制限容量、チェック時間を記録する。

④　超過したユーザ宛てに、警告メールが送信され

る(図5)0

⑤　すべてのパーティションのチェック終了後、累

積された超過記録ファイルをもとに、超過ユー

ザのリストを管理者に電子メールにて通知する

(図6)0

⑥　一定期間、容量超過となっている場合には、管

理者がユーザアカウントをロックする3。アカウ

ントがロックされた場合は、解除願いを提出し

なければならない。ロック解除には、事務手続

き期間として提出後2営業日を要する。

3.3　容量超過警告メッセージ表示システム

容量超過警告メッセージ表示システム(図7)

は、 2002年11月12日より、メール通知システ

ムを補完する目的で運用を開始したものである。

これは、 Visual Basic Scripを利用し、 Windows

のログオンスクリプトとして動作する。スクリプ

トは、容量チェックシステムが作成するファイル

サーバ上の超過記録ファイルを参照し、ログオン



ユーザのIDをキーに検索を行う。超過記録ファ

イルにユーザIDがある場合には、警告メッセー

ジボックス(図8)を表示する。メッセージボッ

クスには、ユーザに与えられた制限値、超過容量、

超過日数が表示される。これによりユーザの注意

を喚起する。なお、超過記録ファイルは、容量チ

ェック・メール通知システムによって更新される。

このため、同一目内に容量が制限以下になった場

合でも.、警告メッセージがログオン時に表示され

ることになる。

ユーザは、 Webベースの容量確認ツール(図9)

を利用し、各自の利用状況を確認することができ

る。ツールでは、総保存容量のほか、送信メール、

受信メール、ネットワークドライブ、 UNIXのホ

ームディレクトリの容量が表示される。

ファイルサーバのすべてのパーティションは、

Tivoli Distributed Monitoring[4]で利用状況の監
視を行っている。パーティションは定期的にチェ

ックされ、ディスク領域が90%まで使用されると、
管理者あてに警告メールが送付される仕組みと
なっている。

3.4　運用結果

図10は、システム稼働開始直前の1999年9

月22日から2000年9月21日までの1年間で、

制限容量を超過したユーザ数の推移である。シス

テム稼働直後より制限容量を超えるユーザは、そ

れ以前の30%以下に減少したことが示される。

図11は、2001年12月1日-2002年11月30

日までの1年間で、制限容量を超過したユーザ数

の推移である。制限容量を超過したユーザは、期

間を通じて常に10名程度見られる。容量超過警

告メッセージ表示システム稼動後現時点までの

間、減少傾向は観察されるものの、大きな変化は

認められない。

図12は、 1999年9月、 2001年11月、 2002

年12月時点でのユーザー人あたりのファイル保

存容量の分布である。いずれの年度においても、



5MB以下の利用が多いことが示される。しかし、

1999年には2,000名以上が5MB以下の保存容量

であるのに対し、 2002年では1,500名程度に減

少している　2001年、 2002年では15MBから

20MBのファイルを保持しているユーザが多く

なっていることが示される。

図13は、容量を超過したユーザとアカウント

ロック件数を年毎にまとめたものである。超過し

たユーザ数は年々増加する傾向にある。それにと

もない、アカウントロック件数も増加する傾向が

あるが、増加の割合は超過ユーザ数より緩やかで

あることが示されている。

3.5　考察

運用結果から、ユーザあたりのファイルサーバ

の使用量が増加していることが示される。一方、

制限値を越えて警告を受ける件数は若干増加し

ているものの使用量の増加に比べ緩やかである。

このことから、本システムが所定の機能を果たし

ていることが示される。

3.6　問題点と対応

本システムでは、容量チェックを夜間にバッチ

処理として行なっているOこのため、日内の使用

量の急増には対応できない。また、 /tmpのような

一時保存領域は監視対象としていないため、これ

らの領域への大量保存にも対応できない。この対

策として、ディスク資源管理機能ツールが考えら

れるo　本学では、前述のTivoli Distributed

Monitoringによりディスクエリアを監視し、急

激な保存量の増大に対応しているが、 UNIX標準

の監視機能を利用しても十分対応可能であろう。

4.まとめ

ユーザが容量制限を超え七ファイルを保存し

た蓼合に、電子メールで警告を与えることにより、

自発的にファイルの削除・移動を行う行動を促す

システムを開発し運用を行った。その結果、制限

容量を超えて長期間ファイルを保存する行動が

減少することが示された。
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